
ネ
ツ
レ
ン
の
部
分
高
強
度
鉄
筋

一
般
評
定
物
件
に
初
採
用
建設コスト
低減で評価

　
ネ
ツ
レ
ン
の
部
分
高
強

度
鉄
筋
﹁
ダ
ブ
ル
ス
タ


ク
﹂
が

一
般
評
定
物
件

の
基
礎
梁
用
主
筋
に
初
採

用
さ
れ
た

こ
れ
ま
で
免

震
構
造
マ
ン
シ

ン
に
個

別
認
定
︵



階
︶
で

８
件
採
用
さ
れ
て
お
り


来
年
６
月
着
工
予
定
の
大

型
倉
庫
で
一
般
評
定
で
初

め
て
採
用
さ
れ
た

基
礎

梁
の
主
筋
量
の
削
減

と

く
に
梁
幅
の
寸
法
低
減
効

果
が
大
き
く

施
工
費
や

建
設
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削

減
で
き
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
た


　
ダ
ブ
ル
ス
タ

ク
は


誘
導
加
熱
︵
Ｉ
Ｈ
︶
で
部

分
的
に
高
強
度
化
し
た
異

形
鉄
筋
で

普
通
強
度
と

高
強
度
の
２
種
の
強
度
を

併
せ
持
つ

一
般
評
定
物

件
の
採
用
を
機
に

大
型

倉
庫
を
中
心
に
試
設
計
の

検
討
依
頼
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
い
う


　
ネ
ツ
レ
ン
は
現
行
中
期

計
画
で

現
場
力
を
新
し

い
技
術
に
つ
な
げ
る
﹁
成

長
エ
ン
ジ
ン
の
育
成
﹂
を

進
め
て
い
る

ダ
ブ
ル
ス

タ

ク
の
市
場
領
域
の
拡

大
も
そ
の
一
つ
だ
が

他

分
野
で
も
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る


　
自
動
車
関
連
中
心
の
熱

処
理
受
託
加
工
を
手
掛
け

る
刈
谷
工
場
︵
愛
知
県
︶

で
は


年
度
に
か
け
て

生
産
・
物
流
を
整
流
化
す

る﹁
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
刈
谷
﹂

計
画
が
進
行
中

今
年
度

は
ド
ラ
イ
ブ
シ

フ
ト
製

造
工
程
の
専
用
工
場
化


韓
国
熱
錬
製
４
軸
焼
入
装

置
２
台
の
導
入
や

等
速

ジ

イ
ン
ト
︵
Ｃ
Ⅴ
Ｊ
︶

外
輪
製
造
工
程
の
集
約
と

Ｃ
Ⅴ
Ｊ
外
輪
用
焼
入
焼
戻

装
置
︵
塩
城
高
周
波
熱
煉

製
︶
の
導
入
を
進
め
て
い

る


　
グ
ル

プ
会
社
に
よ
る

機
械
加
工
を
取
り
込
ん
だ

受
託
事
業
拡
大
で
は

ネ

ツ
レ
ン
・
ヒ
ラ
カ
タ
が
建

機
部
品
の
熱
処
理
加
工
の

前
後
工
程
を
取
り
込
ん
で

い
く
た
め
新
た
に
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ

を
導
入

し

今
秋
に
２
種
類
の
部

品
で
需
要
家
の
工
程
認
証

を
受
け
た

当
面
は
７
品

目
へ
の
拡
大
を
目
指
す


ネ
ツ
レ
ン
グ
ル

プ
全
体

へ
の
展
開
も
計
画
し
て
い

る

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